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後 
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機
関
講
義 

 

提供機関：金沢大学 

科
目
名 

グローバル時代の国際協力 授業形態 開講期間 金沢大学で確認 

英文科目名 Global Cooperation ①対面授業 

②オンライン授業 

③対面・オンライン併用 

復習用ビデオの録画・配信 

 

 

◯ 

－ 

開講時間 金沢大学で確認 

受
講
定
員
等 

担 当 教 員 渡辺 敦子 開講場所 金沢大学で確認 

単位数 1単位 

定員数 30名 

特別聴講学生等定員  

科目等履修生定員  

シティカレッジ聴講生定員  

定員超過時の選考方法等  

成績評価の 

方   法 

授業参加:40％ 

グループワークGroupwork：20％ 

最終レポート（1,200-1,800字）:40％ 

授
業
料
等 

特 別 聴 講 学 生 

（大学等に在籍する学生） 

科 目 等 履 修 生 

（社会人で単位を必要とする者） 

シティカレッジ聴講生 

(社会人で単位を必要としない者) 

検 定 料 入 学 料 授 業 料 別途負担費用 
募集期間：  

受  講  料 
検定料 入学料 授業料 別途負担費用 

   
教員の 

指示に従う 
9,800円 28,200円 29,600円 

教員の 

指示に従う 
 

科
目
の
内
容 

 グローバル化の時代において，我々は，国境を超えた人類共通の課題に，どのように共に立ち向かうことが

できるだろうか。狭義の国際援助協力のみならず，民間協力，協調的外交努力も含む人類の共通善に向けた努

力は，これまでどんな歴史を歩み，また，今後どう発展してゆくのだろうか。 

その他特記事項 

小熊英二著「社会を変えるに

は」（講談社新書）を副読本と

して使用する 

授業担当教員紹介 URL https://www.researchgate.net/profile/Atsuko-Watanabe-2 

ホームページ・メールアドレス等 E－mail atsukowtnb@gmail.com 

 

提供機関：北陸先端科学技術大学院大学 

科
目
名 

ナノバイオテクノロジー論（実習付） 授業形態 開講期間 10月12日 ～ 12月6日（試験期間含む） 

英文科目名 Study on Nanobiotechnology with Training 
Course 

①対面授業 

②オンライン授業 

③対面・オンライン併用 

復習用ビデオの録画・配信 

◯ 

 

 

－ 

開講時間 火曜日 第4～5講時 15：20 ～ 18：50 

受
講
定
員
等 

担 当 教 員 芳坂，渡邉，高村（禅），廣瀬 開講場所 
北陸先端科学技術大学院大学 

マテリアルサイエンス系講義棟 

単位数 2単位 

定員数 5名 

特別聴講学生等定員  

科目等履修生定員  

シティカレッジ聴講生定員  

定員超過時の選考方法等 受付順 

成績評価の 

方   法 
レポート（90％）および 

授業への貢献度（10％） 

授
業
料
等 

特 別 聴 講 学 生 

（大学等に在籍する学生） 

科 目 等 履 修 生 

（社会人で単位を必要とする者） 

シティカレッジ聴講生 

(社会人で単位を必要としない者) 

検 定 料 入 学 料 授 業 料 別途負担費用 
募集期間：北陸先端科学技術大学院大学で確認 

受  講  料 
検定料 入学料 授業料 別途負担費用 

    9,800円 28,200円 29,600円   

科
目
の
内
容 

目的：遺伝子の解析と発現，ナノバイオデバイスに関する基礎的な知識と技術を修得する。学修によって，分子生物学分野の基礎的な技術が修得できる。 
内容：遺伝子を解析する方法について，遺伝子増幅，タンパク質発現，バイオ流体チップデバイスの作成などの実習を通して学修する。 
 1 遺伝子とタンパク質発現（講義） 
   遺伝子の機能について，タンパク質発現との関連性の観点から概説する。 
 2 ナノバイオデバイス（講義） 
   ナノバイオチップと医療の関わりについて展望し，またチップの作成技術を学ぶ。 
 3-4 遺伝子増幅と解析（実習） 
   DNA断片を増幅し，電気泳動により解析する。 
 5-6 遺伝子の発現（実習） 
   増幅したDNAからタンパク質を発現させる。 
 7-8 タンパク質解析（実習） 
   発現させたタンパク質を解析する。 
 9-10 光リソグラフィー（実習） 
   DNAトラップ抽出チップをクリーンルーム内で実際に作成する。 
 11-12 PDMSデバイス（実習） 
   前回に引き続き作成作業を行う。 
 13-14 DNAトラップ（実習） 
   作成したナノバイオチップを用いて，DNAのトラップ実験を行う。 

その他特記事項 

大学院科目のため，特別

聴講学生は大学院生のみ

とし，科目等履修生は大

学学部を卒業した者とす

る。 

授業担当教員紹介 URL https://www.jaist.ac.jp/areas/materials-science.html 

ホームページ・メールアドレス等 E－mail kyoumu@ml.jaist.ac.jp 


